
 

第 2章 2-2-1-1 

 

２．２ 天井クレーン設備 

（１）電動式天井クレーン 

① 据付手順 

（ア）電動式天井クレーン据付フローチャート 

 

 

 

 

                              スパンの誤差 

                              左右の高低差 

                              走行方向の匂配 

                              ジョイント部の喰い違い 

                              ウエブの通り芯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

 

施 工 図 作 成 

ランウエイガータ

の 点 検 

施工状況の確認 

ストッパーの取付

け 

両端（４ケ所）。 

 

張力調査。 

 

 

給 電 線 の 取 付 

キ ャ プ タ イ ヤ 

続  く 

基 準 の 設 定 走行レール設置基準線の設定 

走行レールの設置 走行レールの布設 

レールの継ぎ目 

水平、左右の平行度、直線度の確認。 

 

喰い違い、間隔の確認。 

 

ガータ・サドルの 

組 立 据 付 

全体を床上で組立て、走行レールに乗せる。 

 

ガーダの上で祖み立てる。 

 

絶縁トロリー線の

架 線 

架線位置の確認、たるみを許容値以内とする。 

 

 

架線位置の確認、たるみを許容値以内とする。 

 

 

ワイヤーロープの取込 

 

電気品 

監督職員立会 
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ロープの掛方の確認。 

 

ワイヤーロープの

取 込 

電 気 品 の 

取 付 ・ 配 線 

 

監 督 職 員 巻上用ブレーキの

調 整 

電 気 式 

機 械 式 

塗膜測定及びその記録 

 

機 器 仕 上 塗 装 

 

試  運  転 

 

続  き 

監督職員立会 

監督職員立会 

ク ラ ブ の 上 架 クラブの方向、位置及び合マークを合せる｡ 

 

 

ロープエンドの固定。 

 ロープの切揃え。 

 

取 付 確 認 

 

盤内機器の取付、確認。 

 

 

配 線 

 

合マークの照合。 

 

絶縁抵抗測定。 

 

リミットスイッチ

調 整 

巻 上 用 

 

横 行 ・ 走 行 用 

 

ロープ調整後、実動作位置の確認。 

 

必要に応じて、ストライカーの調整。 

 

惰走を考慮して位置を決める。 

 

官 庁 立 会 

 

電気油圧形は適正油面を確認する 

電磁ブレーキの調整 

スプリングの調整 
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② 墨出し及び測定の要領  

測 定 項 目 測 定 要 領 測 定 か 所 図 

レール基準線の

設定（平面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

据付面の基準は、基準

線と図面寸法及びランウ

エイガータの状況により

レールの中心線を決定し

墨出しをする。 

この場合、建屋の柱及

び壁など建屋内の配置

（間隙）をチェックする。 

左右のレールとも。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール基準線の

設定（高さ） 

 

 

 

据付高さの基準は、基

準点（ベンチマーク）と

図面寸法及びランウエイ

ガータ状況によりレール

の設置高さを決定する。 

この場合、建屋の柱及

び壁など建屋内の配置

（間隙）をチェックする。 

左右のレールとも。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）（１）複数台数ある場合には、相互の関連を充分考慮し、墨出しを行うこと。 
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④ 試験・試運転  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 別 試 験 内 容 判 定 方 法 及 び 基 準 記録事項 判 定 摘  要 

 電 気 配 線 電気機器間の配線接続状況が正しく行

われていること。 

 

   

絶 縁 抵 抗 測 定 ケーブルも含めて、絶縁抵抗が 0.2MΩ

以上であること。 

 

絶縁抵抗値 

 

 電気設備

技術基準

による。 

電      圧 電源、電圧が電動機定格電圧の±10％

以内であること。 

 

   

周   波  数 電源周波数が電動機定格周波数の±

5％以内であること。 

 

   

操  作  部 各部の動きがスムーズであること。 
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⑤ 施工記録 

 

電動式天井クレーン規定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  

    記号 

寸法 
α ｈ ｈ′ 

許容値    

測定値    

判 定    
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天井クレーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 2章 2-2-2-1 

 

２．２ 天井クレーン設備 

（２）テルハ（電動ホイスト又はチェンブロック（電動）吊下げ）電動ホイスト 

① 据付手順 

（ア）テルハ据付フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 図 作 成 

ストッパーの取付

け 

両端（２ケ所）。 

 

張力調査。 

 

 

絶縁トロリー線の

取 付 

 

キ ャ プ タ イ ヤ 

電 気 品 の 

取 付 ・ 配 線 

 

基 準 の 設 定 走行レール設置基準線の設定 

走行レールの設置 走行レールの布設 

レールの継ぎ目 

水平、左右の平行度、直線度の確認。 

 

喰い違い、間隔の確認。 

 

絶縁トロリー線の

架線 

 

架線位置の確認、たるみを許容値以内とす

る。 

 

 

架線位置の確認、たるみを許容値以内とす

る。 

ワイヤーロープの取込 

 

電気品 チェンブロックの上架 チェンブロックの方向、位置及び合マーク

を合せる｡ 

 

 

取 付 確 認 

 

盤内機器の取付、確認。 

 

 

配 線 

 

合マークの照合。 

 

監督職員立会 

続  く 

絶縁抵抗測定。 
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監 督 職 員 巻上用ブレーキの

調 整 

電 気 式 

 

塗膜測定及びその記録 

 

機 器 仕 上 塗 装 

 

試  運  転 

 

監督職員立会 

監督職員立会 

リミットスイッチ

調 整 

巻 上 用 

 

走 行 用 

 

実動作位置の確認。 

 

必要に応じて、リミットスイッチ動作位置

の調整。 

 

惰走を考慮して位置を決める。 

 

官 庁 立 会 

 

電磁ブレーキの調整。 

続  き 
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② 墨出し及び測定の要領  

測 定 項 目 測 定 要 領 測 定 か 所 図 

テルハレール 

芯の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬入口中心線又は、吊

対象設備機器の中心線と

レール芯を確認する。 

この場合、建屋の柱及

び壁など建屋内の配置を

チェックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）（１）複数台数ある場合には、相互の関連を充分考慮し、墨出しを行うこと。 
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④ 試験・試運転  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 別 試 験 内 容 判 定 方 法 及 び 基 準 記録事項 判 定 摘  要 

 操  作  部 各部の動きがスムーズであること。    
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⑤ 施工記録 

 

テルハ規定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容値 ：    mm 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  

    記号 

寸法 
ｈ ｈ′ 

許容値   

測定値   

判 定   
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テルハ（電動ホイスト又はチェンブロック（電動）吊下げ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


